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収まる程度とする。 図表のキャプションは ゴシックで11ポイントとする。 図表には
出現する順 番に、 図 1、 表 1 のように 番号を付すこと。

9. 図表は原則として論文中の適切な 場所に 適切な大きさで組みこんでおく。
10. 脚注は出現したペー ジのフッタ ー におき、 明朝 で10ポイントとする。
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社名、 ペー ジ、 発行年を記載することを原則とする。

この規定は平成14 年 4月から適用する。

要旨

総合的な学習の時間に関する研究

ーこの見本にあわせて作成してください 一

弘前太郎 弘前市立津軽小学校

新しい学習指導要領が小 ・ 中学校に おいて平成14年度から全面実施される。 これま
で2年間にわたり単元の開発に努めてきた。 子ど もに問 題意識をもたせるために意図
的に学校の外に連れ出し ・ ・ 。

【キーワ ー ド】 インタ ー ネット 交流学習 異年齢 意志決定 問題解決

1. はじめに

取り組むべ き研究の課題と目的を書く。 目的、 問題と目的としても よい。



総合的学習の時間
＊
のねらいの1 つとして問題の把握と問題解決能力の育成がある。

本研究では、 インタ ー ネットを通して他校の児童と交流することを通じて ・

2. インタ ー ネットに よる交流学習とその方法

内容を的確に表す見出しをおいて本文内容を論旨にした がって項目別に配列する。
実験（調査）方法、 結果と考察、 まとめをおくこと もできる。

2-1 授業実践

必要がある 場合小見出しをおく。
実際の授業は図1に示す学習指導案に従い ・ 。

3. 作成されたホ ー ムペ ー ジに よる学習効果
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＊ 平成14年度から小学校、 中学校とも全面実施となった。
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